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蛍光X線分析用標準試料 試料No. JSM P713-1

商品の特徴

当社のプラスチック標準試料の新商品を追加いたします

プラスチック中塩素分析用標準試料 （蛍光X線分析用）

Cat.No 3E8J-034-01-220414

各種成分のスクリーニング分析には、蛍光Ｘ線分析装置が広く用いられます。蛍光Ｘ線分析は、特別な前処理が不要で、
手軽かつ迅速に簡易定量を行うことができます。

これまで、プラスチック中0.1％以上の塩素分析の際に必要な標準試料は市販されていませんでした。当社では、プラスチッ
ク中塩素分析用標準試料を新しく開発しました。

図3. 検量線

● 蛍光X線分析によるプラスチック中塩素のスクリーニング分析が可能になります。
● 蛍光X線分析装置のメーカーを問わずお使いいただけます(※）。

※お使いの装置・仕様によっては、上手く測定できない可能性もございます。

● 塩素濃度 2.5％までの定量が可能です。

プラスチック 蛍光X線分析用標準試料 関連商品

● 試料形状 ： 40mmφ、5水準/セット ● 濃度レベル

● 材質 ： ポリエチレン

● 標準値決定のための分析には、精密分析法である
aaa「燃焼 -イオンクロマトグラフ分析法」を採用しています。

図1. プラスチック中塩素分析用標準試料

蛍光X線分析による測定例

試料No. Cl (％）

JSM P713-1

a ＜0.001

ｂ 0.22

c 0.51

d 1.25

e 2.52

使用装置 ： エネルギー分散型蛍光X線分析装置
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図2. 測定スペクトル

試料No. 成分
濃度範囲（％）

（詳細はお問い合わせください。）

JSM P710-1
カドミウム、鉛、水銀、クロム、ヒ素、臭素※

（Cd、Pb、Hg、Cr、As、Br） ※臭素は参考値
＜0.0001～0.62

JSM P711-1 アンチモン（Sb） ＜0.001～0.079

JSM P712-1 スズ（Sn） ＜0.001～0.101

赤 ： 0.22％
青 ： 0.51％
緑 ： 1.25%
橙 ： 2.52％

W = 0.00004R -0.05468
R² = 0.9984


